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一般質問

説
明
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
誠
意
を

持
っ
て
対
応
す
る
よ
う
開
発
業
者

に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
両
街
区

開
発
に
よ
り
生
じ
る
交
通
問
題
等
に
つ
い
て

は
、
交
通
の
分
散
を
図
る
こ
と
や
安
全
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
、
開
発
業
者
と
協
議

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
跡
地
開
発
の
地
元
説

明
会
に
お
い
て
、
開
発
者
は
「
説
明

会
は
こ
の
一
回
」
と
発
言
し
た
が
、
引
き
続

き
開
く
よ
う
に
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、Ａ
街
区（
跡
地
北
半
分
）と
Ｂ
街
区（
跡

地
南
半
分
）
同
時
開
発
に
よ
る
相
乗
作
用
に

よ
り
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か

を
考
慮
し
、
一
体
的
・
総
合
的
な
行
政
指
導

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ポ
ー
ツ
施
設
は
郊
外
に
あ
る
も
の
が
多
く
、

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
や
用
具
の
運
搬
を

鑑
み
る
と
、
車
で
の
来
場
者
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
施
設
利
用
者
の
駐
車
料

金
を
低
く
お
さ
え
る
な
ど
の
環
境
整
備
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
観
点
か

ら
、
施
設
運
営
に
お
い
て
、
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
駐
車
場
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
受
益
者
負
担
の
観
点
や
、
そ
の
他

駐
車
場
運
営
の
課
題
を
勘
案
し
、
関
係
機
関

と
も
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
、
対
応
可
能
な

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野
　
巖

近
年
、
火
葬
場
利
用
件
数
の
伸
び
が

高
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
火
葬
件
数

の
将
来
予
想
と
、
そ
の
火
葬
炉
の
耐
久
性
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
こ

と
を
考
え
、
最
大
稼
動
件
数
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

「
茨
木
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
約

40
年
後
に
は
、
年
間
約
４
千
人
の

方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
火
葬
場
の
需
要
も
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。
炉
の
耐
久
性
は
30
年
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、毎
年
、保
守
点
検
や
部
分
修
理
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
円
滑
な
火
葬
運
営
に
努

め
な
が
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
需
要
の
高

ま
り
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

火
葬
場
利
用
件
数
増
加
へ
の
対
応
は

問答

本
市
で
は
「
茨
木
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参
加
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、
ス

 

施
設
駐
車
場
の
料
金
見
直
し
を

問

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
跡
地
の
開
発
指
導
は

問答

第
５
回
定
例
会

答

　
一
般
質
問
を
９
月
５
日
・
６
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問
の
一
部
し
か
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置

し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
11
月
中
旬
予
定
）

一
般
質
問

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
充

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

 

胃
が
ん
検
診
の
内
視
鏡
検
査
導
入
は

国
の
が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
胃
が
ん
の
死
亡
率
減
少
効
果

が
新
た
に
認
め
ら
れ
た
胃
内
視
鏡
検
査
を
対

策
型
検
診
と
し
て
普
及
す
る
た
め
、
医
療
機

関
と
協
力
し
て
実
施
体
制
の
整
備
を
進
め
る

と
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
胃
内

視
鏡
検
査
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

国
の
指
針
が
改
正
さ
れ
、
胃
内
視
鏡

検
査
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
い
る

が
、
実
施
に
は
専
門
医
の
確
保
や
設
備
の
有

無
、
重
篤
な
偶
発
症
に
対
応
で
き
る
体
制
整

備
、
運
営
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
相
当
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

国
及
び
府
か
ら
の
通
知
や
他
市
の
動
向
を
見

な
が
ら
医
師
会
等
の
関
係
者
と
も
十
分
協
議

の
上
、
対
応
を
検
討
す
る
。 

問

茨木市立斎場の火葬場（大住町）

パナソニック茨木工場跡地（松下町）

答
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一般質問

市
議
会

だ
よ
り

現
在
、
国
に
お
い
て
太
陽
光
な
ど
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
が
促
進
さ

れ
て
お
り
、
平
成
27
年
４
月
に
は
、
本
市
に

府
内
で
初
め
て
水
素
ガ
ス
を
一
般
供
給
す
る

商
業
用
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ

た
が
、
今
後
、
本
市
に
お
け
る
水
素
ガ
ス
の

活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

水
素
ガ
ス
は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
国
で
も

積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
普
及
に
は

時
間
が
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
環
境
フ
ェ
ア
等
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
可
能
性
を
紹
介
し
て
お
り
、
今
後
も
、

す
る
た
め
、
平
時
の
活
用
手
段
と
あ
わ
せ
て

検
討
す
る
な
ど
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
て

導
入
を
判
断
す
る
。
ま
た
、
携
帯
電
話
事
業

者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事
業
者

の
応
急
対
策
と
も
連
携
し
、
移
動
式
基
地
局

と
移
動
電
源
車
の
配
置
を
要
請
す
る
な
ど
、

避
難
者
の
通
信
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

８月

本
市
の
指
定
避
難
所
に
は
Ｗ
ｉｰ
Ｆ

ｉ
の
環
境
が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

総
務
省
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
支

援
事
業
（
※
１
）
補
助
金
等
を
申
請
し
、
環

境
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
携
帯
電

話
事
業
者
に
車
載
型
無
線
基
地
局
（
※
２
）、

移
動
電
源
車
（
※
３
）
の
配
置
に
つ
い
て
事

前
に
調
整
し
て
お
い
て
は
ど
う
か
。

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
維
持
費
が
発
生

 

防
災
拠
点
の
通
信
環
境
の
整
備
を

問答 　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
米
川
　
勝
利

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）

５ 日
６ 日
８ 日

９ 日

12日
13日
14日
15日
16日
20日

23日

９月

26日
30日

市議会のうごき

幹事長会
議会広報委員会
議会改革推進委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
市街地整備対策特別委員会
北部地域整備対策特別委員会

１  日
11日
12日
21日

25日
27日

７月

議会改革推進委員会
幹事長会
議会運営委員会

 

水
素
ガ
ス
の
今
後
の
活
用
は

問 　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

答

次
頁
へ
つ
づ
く

  なお、上記の他に「議会の請求に
基づく監査の結果（監報第 4 号）に
関する調査特別委員会（百条委員会）」
を７月６日・20 日、8 月 10 日・12
日、９月 16 日に開催しました。

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
技

術
や
製
品
の
汎
用
化
に
も
注
意
を
払
い
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

を
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、
問
題
に
な
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
指
導
し
て
い
く
。

（※ 1） 公衆無線 LAN 環境整備支援事業 : 無線 LAN による通信が行えない状態を解消するため、 無線通信用施設 ・ 設備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  などを整備する事業                                    
（※ 2） 車載型無線基地局 : 災害によって無線基地局や地上通信設備が損傷し、 光ケーブルの敷設や設備復旧が困難な場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合でも、 通信衛星に対応する設備を備えた移動型の基地局
（※ 3）　移動電源車 : 電力供給のために発電装置などを搭載した自動車や鉄道車両

水素ステーション（宮島二丁目）
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一般質問

る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
新
駅
周
辺
の
自
動
車
交
通
量

は
、総
持
寺
交
番
前
交
差
点
付
近
で
、

現
在
の
交
通
量
よ
り
約
１
割
程
度
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
追
手

門
学
院
と
東
芝
間
で
新
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
に

関
す
る
合
意
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
学
生
数

等
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
跡
地
に
進

出
さ
れ
る
企
業
が
決
ま
り
、
開
発
計
画
の
具

体
化
に
伴
い
、
交
通
量
等
に
つ
い
て
関
係
事

業
者
と
調
整
・
検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
引
き
続
き
三
師
会
（
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
薬
剤
師
会
）
等
の
医
療
関
係
者
や

府
等
の
関
係
機
関
と
も
密
に
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
が
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
病
気
に

対
す
る
地
域
医
療
の
水
準
の
向
上
を
力
強
く

進
め
て
い
く
。

が
ん
対
策
基
本
法
の
規
定
に
、
国
・

都
道
府
県
以
外
に
、
あ
え
て
地
方
公

共
団
体
と
記
載
が
あ
る
の
は
、
市
が
主
体
的

に
可
能
な
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
か
ら
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
住
民

検
診
事
業
以
外
を
府
に
依
拠
し
て
い
た
医
療

面
に
お
い
て
、
が
ん
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、

医
療
関
係
者
等
と
連
携
し
、
情
報
提
供
を
含

め
地
域
医
療
水
準
の
向
上
の
た
め
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

近
年
の
医
療
制
度
改
革
に
お
い
て
地

域
医
療
の
充
実
に
お
け
る
市
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

前
頁
つ
づ
き

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

 

学
校
図
書
館
支
援
員
の
活
用
を

答

学
校
図
書
館
の
有
効
活
用
の
ポ
イ
ン

ト
は
学
校
図
書
館
支
援
員
を
い
か
す

こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
勤
務
時
間
に
限
り

の
あ
る
支
援
員
が
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
行

う
に
は
、
事
務
作
業
を
少
な
く
す
る
こ
と
、

図
書
館
活
用
の
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
す
る
こ

問

答

 

地
域
医
療
水
準
向
上
の
取
り
組
み
は

問 　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
総
司

市議会のＱ＆Ａ

Ａ．

と
、
支
援
員
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

事
務
作
業
の
効
率
化
や
軽
減
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
、
研
修
の
充
実
や
、
教
員
・
学
校
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
支
援
員
同
士
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、
支
援
員

の
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
、
情
報

交
換
や
他
校
の
学
校
図
書
館
見
学
の
機
会
を

設
け
、
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
図
書
館
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

Ｑ．

総
持
寺
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
新
駅
開
設
に
伴
う
自
動
車
予
測

交
通
量
は
ど
れ
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
新

駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る
東
芝
跡
地
に
、
追

手
門
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
移
転
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
国
道
171
号
の

交
通
量
及
び
歩
行
者
は
ど
れ
く
ら
い
増
加
す

答

問 新
駅
周
辺
の
交
通
量
増
加
見
込
み
は

政務活動費とはどのようなものです
か？

　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づ
き、議員の調査研究その他の活動のために必
要な経費の一部として交付されるものです。
　本市議会では、「茨木市議会政務活動費の
交付に関する条例」に基づき、使途基準を定
め、議員１人当たり月額４万円を交付してい
ます。
　なお、市役所南館１階の情報ルームで、収
支報告書、会計帳簿、領収書等の証
拠書類の写しを閲覧できます。
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市
議
会

だ
よ
り

同
じ
防
災
公
園
で
あ
る
彩
都
西
公
園
に
お
い

て
も
訓
練
実
施
を
希
望
す
る
と
と
も
に
、
各

種
団
体
に
よ
る
防
災
訓
練
と
市
や
地
域
主
催

の
防
災
訓
練
を
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
よ

り
効
果
的
な
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
各
種
団

体
と
の
協
働
は
不
可
欠
で
あ
り
、
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
は
迅
速
な
災
害
対
応

の
た
め
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
来
年

１
月
17
日
に
実
施
予
定
の
全
域
防
災
訓
練
に

は
、
企
業
や
商
業
団
体
等
に
も
参
加
を
促
し
、

連
携
し
た
訓
練
の
実
施
に
努
め
る
。

康
医
療
分
科
会
」
は
、
次
期
総
合
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
と
と
も
に
、
健
康
医
療
に
つ
い

て
の
現
状
を
踏
ま
え
、
幅
広
く
議
論
い
た
だ

け
る
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
医
療
の
観
点
か
ら

も
議
論
し
て
い
た
だ
い
て
は
ど
う
か
。

健
康
医
療
分
科
会
は
、
保
健
・
医
療

分
野
を
よ
り
重
点
的
に
議
論
で
き
る

よ
う
に
、
市
民
委
員
を
は
じ
め
、
保
健
医
療

分
野
の
専
門
家
に
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
市
の
保
健
医
療
施
策
に
お
い
て
地
域
医
療

の
充
実
は
、
重
要
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、
本

市
の
医
療
分
野
に
お
け
る
課
題
や
目
指
す
べ

き
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
十
分

に
議
論
で
き
る
分
科
会
と
し
て
い
き
た
い
。 

握
し
て
い
な
い
が
、
災
害
時
に
お
い
て
、
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
が
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

な
っ
た
時
に
は
、
医
師
会
か
ら
医
師
が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
医
療
機
関
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
３
月
定
例
会
で
、

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
を
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
医
療
、
救
急
、
危
機
管
理
で
連
携

強
化
を
図
る
と
答
え
て
い
た
が
、
例
え
ば
、

夜
間
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
内
の
総

合
病
院
に
は
、
何
人
の
医
師
や
看
護
師
が
勤

務
さ
れ
て
い
る
の
か
把
握
し
、
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
と
し
て
、
病
院
や
診
療
所
等
の
勤

務
体
制
や
医
師
・
看
護
師
の
数
は
把

本
市
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
定

め
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
※
１
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
き
設
置
し
た
市
域
全
体
を
対
象
と
す
る
第

一
層
協
議
体
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も

の
な
の
か
。
ま
た
、
本
市
の
協
議
体
の
状
況

は
、
他
市
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

本
市
の
協
議
体
は
、
多
様
な
高
齢
者

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
目

的
と
し
て
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
関
係
団
体
に
と
ど
ま
ら

ず
、
商
店
街
組
合
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
、

郵
便
局
、
銀
行
、
市
内
の
大
学
等
、
多
彩
な

事
業
者
114
団
体
で
構
成
し
、
府
か
ら
は
、
他

市
の
協
議
体
結
成
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
他
市
か
ら
も
視
察
の

申
し
入
れ
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
状
況
で
あ

る
。  　

民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　 

安
孫
子
　
浩
子

 

高
齢
者
生
活
支
援
協
議
体
の
状
況
は

問　
大
阪
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
滝
ノ
上
　
万
記

本
市
の
防
災
公
園
に
お
い
て
、
防
災

イ
ベ
ン
ト
や
訓
練
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
彩
都
西
公
園
で
は
未
実
施
で
あ
る
。

 

地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み
は

問

答　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

本
年
７
月
か
ら
総
合
保
健
福
祉
審
議

会
が
動
き
出
し
、
そ
の
中
の
「
健

 

健
康
医
療
分
科
会
の
あ
り
方
は

問

答 　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
辰
見
　
登

 

本
市
の
災
害
医
療
の
現
状
は

問 答

答

会議録を閲覧できます

　市議会では、本会議の ｢会議録｣ を定例会、臨時会ごと
に発行しています。市役所南館１階の情報ルーム、各図書
館で自由に閲覧できますのでご利用ください。
　また、議会ホームページ（http://www.city.ibaraki.
osaka.jp/shisei/gikai/）でもご覧いただけます。なお、9
月定例会の会議録は、11月中旬に発行の予定です。

岩倉公園で実施された防災イベント（岩倉町）

（※ 1） 介護予防・日常生活支援総合事業 ： 市町村が中心となって、地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多様なサービスを充実することにより、 地域の支え合いの体制づくりを推進し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とすることを目指すも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を
紛

失
し
た
際
の
再
発
行
手
数
料
は
500

円
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
住
民
票
の
手
数
料

は
300
円
で
あ
り
、
200
円
の
開
き
が
あ
る
。
番

号
の
証
明
は
ど
ち
ら
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
か
。

発
行
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら

も
市
の
手
数
料
条
例
で
定
め
て
お

り
、
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
国
が
作
成
費

用
等
を
算
定
し
た
基
準
額
の
500
円
に
準
じ
て

い
る
。
ま
た
、
住
民
票
に
つ
い
て
は
、
提
出

先
に
よ
っ
て
、
発
行
か
ら
３
か
月
以
内
な
ど

有
効
期
限
を
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

が
、
通
知
カ
ー
ド
は
永
続
的
に
利
用
で
き
る
。

問

考
え
る
が
、
本
市
で
活
用
す
る
場
合
の
問
題

点
は
何
か
。

同
制
度
は
府
内
で
も
導
入
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
た
め
、
研
究
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る

企
業
・
商
店
・
団
体
等
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
こ
と
、
継
続
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
け
る

か
と
い
う
こ
と
、
事
務
等
に
か
か
る
費
用
対

効
果
等
、
考
慮
す
べ
き
点
が
多
く
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

（※ 1） 共同受注システム ： 市立かしの木園を窓口として、 受注を一元管理することにより、 市内事業所の活性化を図り、　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 工賃向上に寄与する仕組み

一
般

委
員

会
計
決
算
特
別

会

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 85,900,010,442 84,575,066,834 1,324,943,608

特
別
会
計

財 産 区 5,333,711,380 92,232,689 5,241,478,691

国 民 健 康 保 険 事 業  33,393,628,998 33,237,532,126 156,096,872

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,408,560,771 3,285,839,550 122,721,221

介 護 保 険 事 業 15,821,424,857 15,549,629,079 271,795,778

合 計 143,857,336,448 136,740,300,278 7,117,036,170

下 水 道 等 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,241,125,615 6,424,850,337 816,275,278

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,716,977,577 4,878,897,549 838,080,028

[ 平成 27 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成27年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査風景

　平成 27年度一般会計・特別会計決算は、一般会計決算特別委員会
及び各常任委員会で審査後、９月 23日の本会議で認定しました。

市
は
財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
言
う
一
方
で
、
財
政
調
整
基
金

の
積
立
額
は
、
平
成
27
年
度
３
月
補
正
で
新

た
に
５
億
円
積
み
増
し
、
前
年
度
の
約
２
倍

の
9.3
億
円
を
積
み
立
て
て
い
る
。
財
政
は
厳

し
い
と
言
っ
て
も
、
市
民
は
納
得
が
い
か
な

い
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

財
政
調
整
基
金
は
、
地
方
自
治
法
、

地
方
財
政
法
、
条
例
に
基
づ
き
、
決

算
剰
余
金
の
２
分
の
１
を
積
み
立
て
て
い

る
。
ま
た
、
年
度
末
に
生
じ
た
財
源
を
将
来

の
た
め
に
積
み
立
て
る
こ
と
は
、
法
に
基
づ

く
健
全
化
の
取
り
組
み
で
、
厳
し
い
財
政
環

境
の
中
で
も
進
め
て
い
く
べ
き
取
り
組
み
と

認
識
し
て
い
る
。

問答

 

基
金
積
み
立
て
増
額
の
理
由
は

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

答

 

通
知
カ
ー
ド
と
住
民
票
の
差
異
は

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
高
英

平
成
27
年
度
の
図
書
館
全
館
の
雑
誌

購
入
額
が
646
万
6
千
833
円
、
雑
誌

購
入
数
が
610
誌
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
企

業
等
に
雑
誌
の
購
入
資
金
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
代
わ
り
に
、
雑
誌
の
カ
バ
ー
に
ス
ポ
ン

サ
ー
名
や
広
告
を
掲
載
す
る
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書

館
の
雑
誌
購
入
費
用
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と

問

答

 

図
書
館
に
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、委
員
長
に
山
本
隆
俊
委
員
（
大

阪
維
新
の
会
・
茨
木
）
を
選
任
し
、
９
月
12
日
・
13
日
・
14
日
に

関
係
書
類
の
審
査
を
行
っ
た
の
ち
、
15
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
９
月
23
日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
の
要
旨

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
議
会

だ
よ
り

現
在
、
通
訳
は
、
市
教
育
委
員
会
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
保
護
者
の

母
語
に
堪
能
で
、
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る

方
を
採
用
し
て
お
り
、
保
護
者
向
け
の
入
学

説
明
会
等
で
通
訳
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
で
通
訳
が
必
要
な
方
が
お
ら
れ
た

り
、
緊
急
性
が
あ
る
と
き
な
ど
の
た
め
に
、

地
域
人
材
も
発
掘
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

た
団
体
は
３
団
体
と
少
な
い
。
こ
の
制
度
が

提
案
公
募
型
で
あ
り
、
審
査
手
続
等
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
た
め
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ

の
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
徹
底
し
て
い
る

の
か
。

提
案
公
募
型
と
し
て
取
り
扱
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
５
万
円
の
補
助
額
に
対

し
て
、
必
要
な
手
続
き
等
が
多
い
と
い
う
意

見
も
聞
い
て
い
る
。
28
年
度
か
ら
は
窓
口
で

も
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
、
本
制
度
を
活

用
す
る
団
体
は
増
え
て
い
る
が
、
今
後
、
よ

り
多
く
の
団
体
が
活
用
し
、
障
害
者
の
積
極

的
な
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
制
度
の
周

知
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（※ 1） 共同受注システム ： 市立かしの木園を窓口として、 受注を一元管理することにより、 市内事業所の活性化を図り、　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 工賃向上に寄与する仕組み

待
機
児
童
解
消
へ
向
け
、
小
規
模
保

育
施
設
整
備
や
定
員
の
弾
力
化
等
を

進
め
て
い
る
も
の
の
、
待
機
児
童
問
題
は
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
方
で
、
待
機
児

童
保
育
室
は
定
員
に
達
し
て
い
な
い
な
ど
、

施
設
等
と
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
が
、
問
題
解
消
に

向
け
た
市
の
方
針
や
取
り
組
み
は
。

施
設
等
と
保
護
者
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
認
識

し
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消
施
策
と
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
の
受
皿
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
課
題
で
あ
る
１
歳

か
ら
３
歳
児
の
受
皿
拡
充
の
た
め
、
小
規
模

保
育
事
業
所
３
か
所
の
新
設
な
ど
、
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
る
。

平
成
27
年
３
月
の
条
例
改
正
で
福
祉

事
業
充
当
基
金
が
福
祉
事
業
推
進
基

金
と
な
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
の

社
会
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の
事
業
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市

立
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
か
し
の
木
園

で
の
、
共
同
受
注
シ
ス
テ
ム
（
※
１
）
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
ど
う
か 

。

共
同
受
注
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
就

労
支
援
福
祉
金
に
か
わ
る
工
賃
向
上

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
27
年
度
よ
り
本
格

実
施
し
、
受
注
実
績
は
上
が
っ
て
お
り
、
平

均
工
賃
月
額
も
１
万
２
千
910
円
と
、
前
年
度

に
比
べ
346
円
の
増
額
と
な
り
、
市
内
事
業
所

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
、
市
内
事
業
所
の
状
況

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
無
理
な
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
。

障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
で
利
用
し

問答

 

障
害
者
就
労
支
援
促
進
策
の
成
果
は

  
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　
　
　

　
　
　
　
　     

米
川
　
勝
利

市
内
で
の
二
次
救
急
医
療
体
制
が
十

分
で
は
な
い
た
め
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
３
つ
の
補
助
金
を
設
け
た
結
果
、
市
内

病
院
へ
の
救
急
搬
送
率
、
搬
送
数
、
不
応
需

率
に
お
い
て
改
善
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
と

評
価
し
て
い
る
が
、
市
は
こ
の
制
度
を
ど
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
補
助

金
以
外
の
取
り
組
み
は
何
か
行
っ
た
の
か
。

補
助
制
度
に
よ
り
、
市
内
救
急
医
療

機
関
へ
の
搬
送
状
況
は
大
き
く
改
善

し
、
各
病
院
に
お
い
て
一
定
の
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
る
体
制
は
整
っ
た
と
考
え
て
い
る

問

答

 

補
助
金
周
知
と
申
請
方
法
の
検
討
を

　
民
主
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
中
村
　
信
彦

問答 　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
泰
典

市
内
に
外
国
人
の
方
が
増
え
、
小
・

中
学
校
へ
の
転
入
生
も
増
加
し
て
い

る
中
、
保
護
者
向
け
の
支
援
と
し
て
通
訳
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
通
訳
者
は
ど
の
よ

う
な
方
か
。
ま
た
、
地
域
に
は
通
訳
で
き
る

方
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
、

地
域
の
力
を
借
り
て
は
ど
う
か
。

問

答

 

通
訳
に
地
域
人
材
の
活
用
を

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

 

二
次
救
急
搬
送
補
助
制
度
の
総
括
は

問答

 

待
機
児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み
は

が
、
27
年
度
実
績
か
ら
、
今
後
は
市
内
搬
送

率
の
大
幅
な
改
善
は
見
込
め
な
い
と
予
測
し

て
お
り
、
補
助
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
補
助
金
以
外
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
二
次
救
急
の
受
入
体
制
強
化

の
た
め
に
病
院
長
、
事
務
長
会
議
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
。
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一般会計決算討論
　９月 23 日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 27 年度一般会計決算」に対する討
論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【公　明　党】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
の
た
め
に
、
市

民
犠
牲
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
極
端
な
財
政
運
営
が
一
層
進
め
ら
れ
た
こ

と
。

　

第
二
に
、
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
彩
都
開
発
や
安
威
川
ダ
ム

建
設
、
新
名
神
高
速
道
路
等
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
の
見
直
し
も
さ

れ
ず
、
漫
然
と
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
三
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
依
然
と
し
て
温
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金
の
廃
止
や
さ
ら
な
る
公
立
保
育
所

民
営
化
等
、
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
、

市
民
犠
牲
を
一
層
、
激
烈
に
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
木
本
市
政
の
も
と
で
、
出
張
復
命
が
文
書
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

事
例
等
、
職
務
怠
慢
が
見
ら
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
子
育
て
支
援
策
の
推
進
と
し
て
、
学
童
保
育

の
拡
充
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
施
設
の
整
備
補
助
、
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
二
に
、
学
校
教
育
環
境
の
向
上
に
向
け
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
、
小
学
校
情
報
処
理
室
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
等
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
。

　

第
三
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
施
策
の
充
実
に
向
け
、
活
動
拠
点
や
居
場
所
づ

く
り
、
ま
た
障
害
者
の
就
労
促
進
の
拡
充
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
四
に
、
防
災
対
策
の
強
化
に
向
け
、
岩
倉
公
園
へ
の
備
蓄
品
整
備
、
全
域

防
災
訓
練
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
構
内
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
整
備
や
（
仮
称
）
Ｊ
Ｒ
総
持

寺
駅
周
辺
の
整
備
、
彩
都
・
新
名
神
・
ダ
ム
関
連
事
業
等
の
将
来
の
活
力
あ
る

ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
を
着
実
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

請願第５号
　下水道使用料の引き上げの中止を求めることについて 

　９月定例会に提出された請願は、建設常任委員会の審査を経て、９月 23 日の本会議で採決の結果、次
のとおり決定いたしました。

【不採択】…………………………………

請　願

◎大阪府の子ども医療費助成と福祉医療費助成の拡充を求める意見書
◎返済不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書
◎無年金者対策の推進を求める意見書 
◎子どもを性被害から守るための法改正と対策を求める意見書

　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

……………………… 【原案可決】
【原案可決】
【原案可決】
【原案可決】

…………………
………………………………………………………

……………………………
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市
議
会

だ
よ
り

大阪維新の会
・茨木 公 明 党 自由民主党・絆 民主ネット 日本共産党茨 木 市 民

フォーラム 無
結　
果

大
野　
幾
子

塚　
　
　
理

長
谷
川　
浩

滝
ノ
上
万
記

中
井　
高
英

山
崎　
明
彦

山
本　
隆
俊

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

上
田　
嘉
夫

辰
見　
　
登

友
次　
通
憲

安
孫
子
浩
子

中
村　
信
彦

田
中　
総
司

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

桂　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

岩
本　
　
守

条　
例

茨木市議会議員及び茨木市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

茨木市立斎場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市営住宅条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市下水道条例及び茨木市公設浄化槽条例
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 可決

決　
算

平成 27 年度大阪府茨木市一般会計決算認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 認定

平成 27 年度大阪府茨木市財産区特別会計決
算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 27 年度大阪府茨木市国民健康保険事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 認定

平成 27 年度大阪府茨木市後期高齢者医療事
業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 27 年度大阪府茨木市介護保険事業特別
会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 認定

平成 27 年度大阪府茨木市下水道等事業会計
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 認定

平成 27 年度大阪府茨木市水道事業会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

そ
の
他

茨木市市民栄誉賞受賞者の選定につき同
意を求めることについて

【樋口　黎　氏】
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市有功者を定めることについて
【小西　盛人　氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 27 年度大阪府茨木市下水道等事業会計
未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 27 年度大阪府茨木市水道事業会計未処
分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産（土地）の処分について（彩都あかね 21
番・22 番） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産（土地）の処分について（彩都あかね 3 番）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

件　　　名

　月定例会議決結果９

◆議長（公明党：篠原　一代議員）は採決に加わりません。
◆議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

（ ○：賛成、×：反対 ）


